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子どもたちと自転車について 

 
子どもが一人で自転車に乗るようになると、自転車保険へ

の加入を検討していますか？ 近年では、自転車保険への加

入を義務化、または努力義務化している自治体も増えていま

す。ただ、「自転車保険が義務化されていない地域なら加入

しなくても大丈夫？」と疑問に思う人もいるかもしれませ

ん。大切な子どもを守るためには、子どもの自転車事故のリ

スクを知り、しっかりと備えておくことが大切です。 

※自転車乗車中の死傷者数は、未成年者がもっとも多い 

※子どもであっても自転車事故で加害者になると、高額な損

害賠償義務を負うことがある 

子どもたちに自転車の安全運転の話をする場合、その多く

は被害者にならないような話をすると思います。もちろんそ

れもとても大切です。それに加え、加害者にならないように

することも必要です。 

こんな自転車の乗り方していませんか？ 

絶対にしてはいけません！！ 

警察庁キッズページより 

 子どもたちの自転車の運転に関してきになるこ

とがあります。 

その一つは安全ルールを守っているかというこ

とで、その中でも特にヘルメットの着用をほとん

ど見かけないことがあります。沖縄県内で当たり

前となっていると思えるぐらい、競技用の自転車

以外のヘルメット着用率はかなり低いように思え

ます。車を運転していて、小学生でヘルメット着

用していると目が行くぐらい珍しい状態です。ヘ

ルメットは安価ではありませんが、事故に巻き込

まれたことを考えると金額ではないと思います。 

 それ以外にも安全ルールに関しては、再度各家

庭で確認して下さい。左のリーフレットを使って

確認することを強くお願いします。 

 また、安全ルール以外にも気になることがあり

ます。それは、遠方のお店や海や川など子どもた

ちだけで出かけていないかということです。学校

としては子どもたちだけで遠方の店に行くことは

勧めません。海や川へは子どもたちだけで絶対に

行ってはいけません。 

 各家庭で再度、自転車の乗り方や、子どもたち

だけで出かけて良い場所の確認をお願いします。 

命に関わる事故は、起こってから後悔しても取り

返しがつきません。 

一人一人のかけがえのない命 みんなで守ろう！ 


